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子
供
平
和
会
議
を

実
施
し
ま
し
た

日
時
：
平
成
27
年
3
月
7
日   

場
所
：
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
　

今
回
の
平
和
会
議
で
は
、
今
ま
で
通

り
沖
縄
戦
で
の
事
実
や
反
戦
に
関
す
る

こ
と
で
な
く
、
こ
れ
ら
か
の
私
た
ち
に

何
が
出
来
る
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
考

え
ら
れ
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
私
は
、
沖
縄
県
民
と
し
て
、
日
本

人
と
し
て
し
か
物
事
を
判
断
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
今
回
を
機
に
、

本
当
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
分
か
っ
た

の
で
、
国
際
人
と
し
て
の
意
識
を
し
っ

か
り
持
ち
、
よ
り
よ
い
社
会
を
み
ん
な

で
形
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
那
覇

高
校
二
年
生
）

　

私
は
元
々
、
国
際
関
係
や
、
政
治
に

興
味
が
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
の
で
す
が
、
同
年
代
の
子
達
の

意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の

意
見
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

考
え
方
の
幅
が
広
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
初
め
て
会
う
人
達
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
心
の
お
か
げ
で
仲
良
く
な
れ
た

気
が
し
ま
す
。
と
て
も
充
実
し
た
一
日

に
な
り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま

た
参
加
し
た
い
で
す
！
（
那
覇
西
高
校

一
年
生
）

　

平
和
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も

興
味
を
も
っ
て
参
加
を
し
た
の
で
す

が
、
予
想
よ
り
も
考
え
方
の
規
模
・
範

囲
と
い
う
の
が
大
き
く
て
、
ま
た
難

し
い
内
容
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
参
加

者
全
員
が
意
見
を
出
し
合
え
る
と
い
う

形
だ
っ
た
の
が
と
て
も
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
現
在

の
日
本
で
は
現
代
史
の
分
野
が
す
ご
く

短
時
間
で
サ
ラ
ッ
と
す
ま
さ
れ
て
し
ま

う
、
と
い
う
状
況
な
の
で
、
今
回
の
よ

う
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ

た
授
業
っ
て
い
う
の
が
、
教
育
（
授
業
）

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ら
、
ま
た
そ

れ
が
平
和
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

な
と
考
え
ら
れ
て
、
こ
れ
か
ら
を
支
え

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
私
達
に
と
っ

て
す
ば
ら
し
い
会
議
で
あ
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。（
那
覇
国
際
高
校
一
年
生
）

　

日
常
生
活
で
は
な
さ
な
い
よ
う
な
こ

と
、
平
和
や
戦
争
だ
っ
た
り
、
現
代
社

会
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
も
う
け
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
達
若
者
が
こ
れ
か
ら
の

将
来
を
に
な
っ
て
い
く
内
で
、
今
回
の

話
は
ほ
ん
の
一
部
で
も
っ
と
話
し
合
わ

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
、
解
決
し
な
い

と
い
け
な
い
問
題
は
多
数
あ
る
と
思
い

ま
す
。
難
し
い
問
題
ば
か
り
で
し
た
が
、

大
人
に
な
っ
た
ら
解
決
し
な
い
と
い
け

な
い
問
題
な
の
で
今
か
ら
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ

ん
な
高
校
生
と
つ
な
が
り
が
持
て
て
よ

か
っ
た
で
す
。（
興
南
高
校
一
年
生
）

　

普
段
は
自
分
の
頭
の
中
だ
け
で
考
え

て
い
た
こ
と
を
、
自
分
と
は
少
し
ず
つ

違
っ
た
考
え
方
を
持
つ
人
た
ち
と
話
す

こ
と
は
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創
っ
て
い
く

の
は
、
私
た
ち
で
す
。
世
界
的
な
問
題

を
自
分
に
引
き
よ
せ
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講
師
の
先
生
の
話
は
、
四
時
間
聞
い
て

い
て
も
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
い
つ
も
頭
の
中
で
モ
ヤ
モ
ヤ

と
さ
せ
た
ま
ま
に
し
て
い
た
こ
と
が
、

ス
ッ
キ
リ
と
整
理
で
き
た
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。
各
世
代
に
は
、
世
代
と

し
て
の
役
割
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
ま
さ
に
、
教
育

を
深
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
世

代
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
平
和
を
実
現

す
る
た
め
に
、
人
々
の
知
識
を
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
と

て
も
納
得
し
ま
し
た
。（
開
邦
高
校
二

年
生
）

　

今
ま
で
に
、
平
和
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
学
校

の
方
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
主
題

に
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
深
い
こ
と
に
ま
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
平

和
会
議
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
は
思

い
つ
か
な
い
よ
う
な
意
見
が
た
く
さ
ん

出
て
き
て
視
野
を
広
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う

い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
沖
縄
尚
学

高
校
一
年
生
）

        

参
加
者
感
想
文

第 2 回　
昨
年
に
引
き
続
き
、
子
供
平
和
会
議
が
学

校
法
人
尚
学
学
園
の
協
力
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
名
城
政
一
郎

同
学
園
副
理
事
長
（
教
育
学
博
士
）
が
現
在

の
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
下
の
平
和
形
成
に
つ

い
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
チ
ズ
ン
」—

地
球

社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
・
行
動
す

る
考
え—

の
テ
ー
マ
で
事
前
学
習
講
義
を
行

い
、
そ
の
後
8
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
午
後

か
ら
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沖縄タイムス　平成 27 年 3 月 15 日

(1)



(2)

挨拶をする、左から久高将光那覇市副市長、大城安弘首里城下にチョウを翔ばそう会会長、髙良政勝公益財団法人対馬丸記念会理事長

   
チ
ョ
ウ
の
食
草
植
栽

  

主
催
：
首
里
城
下
に
チ
ョ
ウ
を
翔
ば
そ
う
会
　

  

共
催
：
対
馬
丸
記
念
会
・
首
里
城
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

  

日
時
：
平
成
27
年
3
月
15
日
　
午
後
2
時
〜
4
時

　
チ
ョ
ウ
の
食
草
や
蜜
源
と
な
る
ホ
ウ

ラ
イ
カ
ガ
ミ
、
ツ
ル
モ
ウ
リ
ン
カ
、
ト

ウ
ワ
タ
、ギ
ョ
ボ
ク
、シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
、

ペ
ン
タ
ス
、
合
わ
せ
て
五
二
〇
本
が
約

百
人
余
の
手
で
し
っ
か
り
と
旭
ヶ
丘
公

園
内
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

旭ヶ丘公園を蝶が舞う「平和の杜」に！旭ヶ丘公園を蝶が舞う「平和の杜」に！

第 25 回ちゃーがんじゅう講座

「響け平和のふるさとへ」
〜対馬丸の子らに贈る思い出の歌〜

つしま丸児童合唱団 金武町少年少女合唱団 小波津美奈子さん 屋良ありささんと銘苅涼子さん



(3)

ウ
チ
ナ
ー
高
校
生
か
ら

未
来
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高
校
生
自

ら
が
沖
縄
戦
を
伝
え
て
い
く
目
的
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
対
馬
丸
記
念
館
を
通

し
て
、
聞
く
側
か
ら
伝
え
る
側
へ
変
革

し
、
平
和
ガ
イ
ド
と
し
て
県
内
外
の
同

世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
実
践
す
る

た
め
に
自
主
的
に
集
っ
た
若
者
た
ち
で

す
。
事
前
学
習
で
対
馬
丸
に
つ
い
て
学

び
、
高
校
・
大
学
生
ら
に
館
内
ガ
イ
ド

を
行
い
、
そ
の
後
平
和
を
伝
え
る
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
若
者
ら
し
く

真
剣
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
姿
が

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

語
り
部 

平
良
啓
子
さ
ん
、　

　
　
　
　

沖
縄
県
功
労
賞
、

　
　
　
　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
賞

　
　
　
　

Ｗ
受
賞
！

　

最
も
早
く
か
ら
、
対
馬
丸
事
件

の
語
り
部
と
し
て
活
躍
し
、
約

六
十
年
に
わ
た
り
平
和
教
育
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
平
成
二
十
六
年
度
の
県
功
労

賞
・
平
和
人
権
部
門
の
受
賞
と
沖

縄
タ
イ
ム
ス
賞
・
社
会
奉
仕
部
門

の
両
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
良
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
、お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

沖縄タイムス　平成 26 年 12 月 26 日

琉球新報　平成 27 年 3 月 1 日

「那覇市議会だより　第 207 号 12 月定例会より」

上、慰霊祭の後に提供された遺影が 8 枚 10 人分と、例
年よりも多く集まり、急遽追加掲示いたしました。全体
で 303 枚、333 人分になりました。

左、那覇市内の小学 5 年生・6 年生が在学中に 1 度は対
馬丸記念館へ訪れる際の補助金（交通費と入館料）を市に
助成して頂くための「平和の道しるべ教室」の創設を求
めた陳情書を糸数昌洋那覇市議会副議長へ手渡しまし
た。



来
館
・
視
察

□
11
月
1
日

維
新
の
党
沖
縄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
座
長
・

儀
間
光
男
参

議
院
議
員
）

が
小
桜
の
塔

を
参
拝
後
記

念
館
の
視
察

と
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
ま

し
た
。

□
12
月
8
日

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
沖
縄
政
策
担

当
）付
参
事
官
補
佐（
総
括
担
当
） 

植

草
泰
彦 

、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
沖

縄
政
策
担
当
）付
参
事
官（
総
括
担
当
）

付
企
画
調
整
第
二
担
当
主
査
付 

坪
上

裕
直
の
両
氏
が
記
念
館
を
視
察
。

□
平
成
27
年
1
月
14
日

那
覇
市
議
会
・
教
育
福
祉
常
任
委
員

会
（
喜
舎
場
盛
三
委
員
長
）
他
9
人

の
委
員
が
「
平
和
の
道
し
る
べ
教
室
」

の
陳
情
に
関
し
て
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
た
め
に
来
館
、
旭
ヶ
丘
公
園
内

の
小
桜
の
塔
を
は
じ
め
と
し
た
慰
霊

碑
や
歴
史
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
周
辺

環
境
も
含
め
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
平
成
26
年
10
月
22
日
（
第
１
回
）　

　

平
成
27
年
3
月
10
日
（
第
2
回
）

平
成
26
年
度
平
和
学
習
推
進
連
携
委
員
会

　
学
校
現
場
と
平
和
学
習
に
つ
い
て

の
連
携
を
計
る
委
員
会
が
今
年
度
も

2
回
実
施
さ
れ
、
平
和
教
育
担
当
者

研
修
会
（
案
）
や
現
在
記
念
館
が
進

め
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計

結
果
な
ど
が
報
告
・
討
議
さ
れ
ま
し

た
。

□
12
月
1
日

「
平
和
の
道
し
る
べ
教
室
」
陳
情

　
那
覇
市
議
会
（
金
城
徹
議
長
）
へ

陳
情
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。（
前

頁
に
関
連
記
事
）
陳
情
に
関
連
し
て

宮
平
の
り
子
議
員
（
社
民
党
）
が
12

月
定
例
会
で
市
当
局
に
対
し
て
「
平

和
の
道
し
る
べ
教
室
」
に
つ
い
て
の

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

□
12
月
26
日

平
成
26
年
度
遺
影
追
加
掲
示
並
び
に

順
序
変
え
（
前
頁
に
関
連
記
事
）

イ
ベ
ン
ト

□
平
成
26
年
8
月
22
日
〜
9
月
30
日

第
22
回
特
別
展
「
収
集
資
料
が
語
る

「
対
馬
丸
」
と
「
小
桜
の
塔
」
Ｐ
ｒ
ｔ

1—

新
聞
資
料
か
ら
、
事
件
後
70
年

と
慰
霊
碑
建
立
60
年
を
た
ど
る—

　

遺
族
会
時
代
か
ら
事
務
局
や
遺
族

が
独
自
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
き
た
新

聞
記
事
等
を
拡
大
展
示
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
収
集
し
た
資
料
や
写
真

も
展
示
し
、

慰
霊
祭
に

合
わ
せ
て

来
館
し
た

遺
族
の
皆

様
に
見
て

頂
き
ま
し

た
。

□
10
月
18
日

第
25
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
講
座
「
響

け
平
和
の
ふ
る
さ
と
へ–

対
馬
丸
の

子
ら
へ
贈
る
思
い
出
の
歌–

」

　
声
楽
家
の
小
波
津
美
奈
子
さ
ん
、

屋
良
あ
り
さ
さ
ん
、
銘
苅
涼
子
さ
ん
、

金
武
町
少
年
少
女
合
唱
団
、
つ
し
ま

丸
児
童
合
唱
団
に
よ
る
合
同
演
奏
会

が
開
か
れ
、
宮
良
長
包
の
曲
「
山
の

子
守
唄
」
や
、
わ
ら
べ
歌
か
ら
「
ふ

る
さ
と
」
な
ど
の
懐
か
し
い
歌
声
を

館
内
一
杯
に
響
か
せ
、
鎮
魂
と
と
も

に
聴
衆
に
感
動
を
与
る
コ
ン
サ
ー
ト

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。（
前
頁
に
写
真
）

□
平
成
26
年
12
月
26
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
27
年
2
月
1
日

第
23
回
特
別
展
「
那
覇
秀
作
展
」

　
恒
例
と
な
っ
た
全
琉
図
画
・
作
文
・

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
市
内
小
中
学
校

児
童
の
秀
作
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
中
合
わ
せ
て
、
約
三
百
点
の
秀

作
が
1
階
企
画
展
示
室
一
杯
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

□
2
月
21
日

第
26
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
講
座
「
き

れ
い
な
歯
で
い
き
い
き
人
生–

い
つ

ま
で
も
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
食
べ

る
こ
と–

」

　

現
役
歯
科
医
の
髙
良
政
勝
当
財
団

理
事
長
に
よ
る
、
き
れ
い
な
歯
か
ら
生

ま
れ
る
健
康
作
り
の
講
演
会
が
開
か

れ
、
人
生
に
お
い
て
歯
の
大
切
さ
が
改

め
て
解
る
有
意
義
な
講
演
会
で
し
た
。

ご
寄
附

沖
縄
兵
庫
県
民
有
志
一
同
（
9
月
12
日
）

真
言
宗
豊
山
派
仏
教
青
年
会
（
10
月
7
日
）

遺
族
瀬
底
さ
ん
ハ
ワ
イ
日
系
家
族
（
10
月
18
日
）

久
保
應
子
さ
ん　

  （
10
月
20
日
）　

石
塚
之
香
子
さ
ん
（
12
月
月
1
日
）

海
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
（
11
月
5
日
）

大
口
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

□
平
成
26
年
9
月
8
日

　
　
　
　
　
　
　

〜
27
年
2
月
17
日

　
宮
里
依
子
、
那
覇
市
観
光
協
会
ま
ち

ま
ー
い
謝
金
（
外
間
邦
子
理
事
よ
り
）、

棚
原
盛
春
、
上
地
芳
子
、
玉
橋
千
恵
子
、

板
野
光
子
、
祝
嶺
恭
子
、
外
間
邦
子
、

館
内
募
金
箱
、
𩜙
平
名
洋
子
、
宜
名
眞

登
喜
子
、
高
橋
ミ
エ
子
、
日
の
丸
旅
行

社
、
青
木
忠
、
中
川
義
朗
、
円
応
教
舞

子
協
会
、
光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
㈱
、
梛
木
勝
義
、
渡
口
眞
常
、
ハ

ワ
イ
沖
縄
協
力
会
、
金
城
節
子
、、
大

山
歯
科
、
津
波
古
ヒ
サ
、
町
田
妙
子
、

大
里
千
代
子
、
平
良
啓
子
、
亀
田
明
子
、

青
木
忠
、
垣
内
富
貴
、
神
谷
嘉
代
子
、

中
津
川
市
立
阿
木
高
等
学
校
、
宗
教
法

人
大
彗
曾
曾
教
団
、
長
井
幸
一
、
森
田

道
子
、
村
越
千
代
子
、
名
城
悦
子
、
浜

田
恵
子
、
児
島
憲
一
、
沖
縄
県
郵
便
局

長
の
会
、
幸
地
秀
子
、
宇
土
市
立
網
田

中
学
校
、
伊
佐
常
雄
、
玉
城
博
江
、
高

峰
し
げ
子
、
田
中
順
一
、
自
治
労
沖
縄

県
関
係
職
員
連
合
労
働
組
合
女
性
部
、

我
喜
屋
敏
子
、
小
島
和
夫
、
仲
田
清
一

郎
、
青
木
忠
、
東
風
平
朝
正
、
稲
福
嘉

子
、
又
吉
キ
ク
、
仲
田
行
克
、
ゆ
う
な

の
会
、
玉
利
行
夫
・
和
代
、
佐
藤
緋
紗

子
、
堀
川
澄
子
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
、

石
垣
市
役
所
講
演
会
謝
金
（
髙
良
政
勝

理
事
長
よ
り
），
宝
木
愛
子
、
又
吉
キ

ク
、
西
原
町
身
体
障
害
者
協
会
、
許
田

千
恵
子
、
富
田
延
子
、
相
田
周
一
、
宮

副
博
昭
様
。
以
上
の
方
々
か
ら
ご
寄
付

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（4）

 


